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Ⅰ．はじめに
　患者の高齢化，入院日数の長期化にともない
Virulence の弱い病原体による感染症が増加して
いる。これは，治療技術の高度化に加えて日和見
感染症に対する認識の高まりと検査技術の進歩
によるものである。また，このような菌種の1つ
として厳しい栄養要求性のグラム陰性桿菌であ
る HACEK group （Haemophilus influenzae 以
外 の Haemophilus 属 ）（ 現 在，Aggregatibacter 
actinomycetemcomitans），Cardiobacterium 
hominis, Eikenella corrodens（以下，E. corrodens），
Kingella kingaeが知られている１）。著者らはこの
グループの中に属する E. corrodens の感染症4例を
経験した。一般に E. corrodensは口腔に存在する
Virulence が比較的弱い細菌であるため，ヒト咬傷
や心内膜炎など比較的稀な感染症を起こす。
　わが国では扁桃炎，急性咽頭蓋炎，反復性中耳炎，
急性甲状腺炎，歯周病，軽侮感染症および心内膜・
外膜炎などの本菌が常在する口腔中心の感染報告が
多いが，今回は発生位置の異なる膿瘍および潰瘍形
成感染症を経験した。
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　Eikenella corrodens is a fastidious small Gram-negative bacilli belonging to the HACEK 
group （Haemophilus spp., Aggregatibacter actinomycetemcomitans, Cardiobacterium 
hominus, Eikenella corrodens and Kingella spp.）.  E. corrodens is considered to be weak-
virulence, and the infection is usually polymicrobial and associated with Streptococcus spp..
　We experienced four E. corroden infection cases causing perirectal abscess, septic arthritis 
right ankle, right lower thigh open abscesses, and right third and fourth fingers crush 
injury.  The present four cases were polymicrobial infections associated with Staphylococcus 
spp. or Streptococcus spp..  These gram-positive cocci were the most frequently detected 
in coexistent with E. corrodens.  Isolated E. corrodens was susceptible to benzylpenicillin, 
ampicillin, third-generation cephems, tetracycline, minocyclin, clindamycin and new quinolones; 
and moderately susceptible to gentamicin; but resistant to cepharexin, erythromycin and 
lincomycin.  In vitro cultivation of E. corrodens isolates often induced colony morphology 
changes, but such changes gave no inﬂ uences on biochemical properties, sensitivity against 
antibiotics or production of enzymes.  Eikenella corrodens found to produce esterase, lipase 
（C8）, lipase （C14）, valine arylamidase,  trypsin, phosphoamidase and α-galactosidase.
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　今回示す症例もすべて，Streptococcus属などと
のグラム陽性球菌との混合感染であり，本菌が存在
する条件の違いによりVirulence が増強する特徴２）
を示すものである。
　著者らは当センターにおいて E. corrodensが原
因菌であった４症例の臨床細菌学的考察について報
告する。
Ⅱ．症　　例
症例１
患者：T. S.，76歳，男性
基礎疾患：直腸癌
疾患名：旧肛門部周囲膿瘍
現病歴：下腹部痛のため近医を受診し，直腸癌と診
断され総合病院に転院後，直腸切断術および人工
肛門増設術が施行された。術後７日目に旧肛門部
周囲膿瘍形成のためドレナージが実施された．そ
の排液の細菌検査により，Staphylococcus aureus 
（MSSA）が分離されたため，本菌に感受性を示し
た cefotiam および cefpiramide の投与により軽快
した。しかし，24週後に同部に再び膿瘍の形成が見
られ，その排液より E. corrodensが分離されたため、
cefazolin（CEZ）の抗生剤投与により軽快した。
症例２
患者：H. K.，56歳，女性
基礎疾患：糖尿病
疾患名：右足首化膿性関節炎
現病歴：数日前より右足首に腫脹と疼痛が認めら
れたので近医外科を受診し，細菌感染が疑われた
ので empiric therapy により amoxicillin，cefalexin
（CEX）および gentamicin（GM）による抗生剤治
療が行われた。しかし，7日間経過しても腫脹お
よび疼痛が消失しなかったため，患部のドレナー
ジが施行され軽快した。その排液の細菌検査への
提出がなされ E. corrodensおよび Streptococcus 
intermedius（以下，S. intermedius）が分離された。
症例３
患者：K. T.，56歳，男性
基礎疾患：糖尿病
疾患名：右下腿開放性膿瘍
現病歴：糖尿病治療中，右外顆部に難治性の開放
性膿瘍が形成され，その排液より E. corrodensお
よび Staphylococcus epidermidis が分離された。
CEZ 投与ならびにイソジンによる清浄および GM
軟膏による治療が施行され，軽快した。
症例４
患者：K. S.，36歳，男性
基礎疾患：特になし
疾患名：右第三及び第四指切断面膿瘍
現病歴：作業中，木材で右第三及び第四指を挫滅し，
近医外科受診にて切断術が施行された。抗生剤療法
として latamoxicef が投与された。14日後，同部に
壊死を認めたため，創傷清浄化後開放創とされたが，
抗生剤が fosfomycin に変更されたが，7日後症状が
悪化したため，転院し，同部位の切開排膿が施行さ
れ，抗生剤が CEZ に変更され，軽快退院となった。
その排液より E. corrodensおよび Streptococcus 
sanguis（以下，S. sanguis）が分離された。
Ⅲ．臨床細菌学的検討
ⅰ）分離培養
　分離培養には５%ヒツジ血液加トリプティケー
スソイ寒天培地（日本 BD），ドリガルスキー改良
培地（極東製薬），PEA加ウサギ溶血加ブルセラ
HK（極東製薬）およびブルセラHK半流動寒天培
地（極東製薬）を使用した。培養条件は大気下35℃
を原則とし，血液寒天培地は５%炭酸ガスふ卵器，
嫌気培地はガスパック（日本BD）下で培養した。
ⅱ）同定検査
　Eikenella属様細菌の同定には，HN20（日水製
薬）を用い，運動性試験，ポルフィリン産生試験，
オルニチン脱炭酸試験，リジン脱炭酸試験，ウレ
アーゼ産生性能試験を行った３）。また，本菌以外の
細菌はVitek Jr（Biomerix）を用い同定した。
ⅲ）薬剤感受性試験
　チョコレート寒天培地（日本 BD）を用いセンシ
ディスク法（日本 BD）による感受性試験を実施し
た。 薬 剤 は，bensylpenicillin（PCG），ampicillin
（ABPC），piperacillin（PIPC），cefalexin（CEX），
cefaclor（CCL），cefmetazole（CMZ），cefoxitin
（CFX），moxalactam（LMOX），cefoperazon
（CPZ），tetracyclin（TC），minocyclin（MINO），
chloramphenicol（CP），erythromycin（EM），
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lincomycin（LCM），clindamycin（CLDM），
gentamicin，tobramycin（TOB）， お よ び
levoﬂ oxacin（LVFX）の計18薬剤である。
ⅳ）酵素活性パターン測定
　分離した E. corrodensの酵素活性を API-ZYM
（シスメックス）により測定した。対象とした酵素
は Table 2に示した19種である。菌液の調整は本
菌をチョコレート寒天培地（日本 BD）に接種し
大気下，35℃ 48時間培養した菌株を，能書通りに
McFarland No.5に調整し用いた。
Ⅳ．成　　績
ⅰ）分離培養
　症例１～４では Fig 1に示すような直径１～
２mmの目玉焼き様の密着型（Pitting colony）株
として分離され，嫌気培養でも同様の形態であっ
た。しかし，継代していくと非密着型（Non-pitting 
colony）に乖離するものも認められたため，以下の
検討では，各症例より分離された密着型４株と非密
着型２株の計６株を供試した。
ⅱ）同定検査
　供試した６株は HN20（日水製薬）により全て
E. corrodensと同定された。また，従来法による
試験では，全てヘミン要求性を示し，ポルフィリ
ンテスト陽性のため供試株はヘミン要求性ではな
く，ヘミンにより発育が促進されたものと判断し
た。E. corrodensと同時に分離された症例１およ
び４の Staphylococcus 様の細菌はMSSAと同定さ
れた。また，症例２および症例３より分離された
Streptococcus 様細菌は S. intermediusおよび S. 
sanguisと同定された。
ⅲ）薬剤感受性試験
　供試した E. corrodensは Table 1に示すように，
全体的に感受性傾向を示したが，GMおよび LCM
には耐性であり，EMに対しては感受性にばらつき
がみられた。
ⅳ）酵素活性パターン測定
　API-ZM による分離株の酵素活性は Table 2に
示すように，esterase lipase（C-8），lipase（C14），
および valine arylamidase がほぼ２＋以上の酵素活
性を示し，Trypsin およびα-galactosidase が１+
Table 1　Results of sensitivity test of isolated strains
Cases
Antibiotics
PCG＊＊＊ ABPC PIPC CEX CCL CMZ CFX LMOX CPZ
1＊ S S S R S S S S S
1＊＊ S S S R S S S S S
2＊ S S S R S S S S S
2＊＊ S S S R S S S S S
3＊ S S S R S S S S S
4＊ S S S I S S S S S
Cases
Antibiotics
TC MINO CP EM LCM CLDM GM TOB LVFX
1＊ S S S R R S I S S
1＊＊ S S S R R S I S S
2＊ S S S S R S I S S
2＊＊ S S S S R S I S S
3＊ S S S I R S I S S
4＊ S S S S I S I S S
＊:pitting colony,＊＊: non- pitting colony,＊＊＊, abbreviations in the antibiotics: PCG （bensylpenicillin）, ABPC 
（ampicillin）, PIPC （piperacillin）, CFX （cefalexin）, CCL （cefaclor）, CMZ （cefmetazole）, CFX （cefoxitin）, 
IMOX （moxalactam）, CPZ （cefoperazon）, TC （tetracyclin）, MINO （minocyclin）, CP （chloramphenicol）, 
EM （erythromycin）, LCM （lincomycin）, CLDM （clindamycin）, GM （gentamicin）, TOB （tobramycin）, LVFX 
（levoﬂ oxacin）. 
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の酵素活性を示した。phosphoamidase では，その
産生性に株間差が認められた。
　HAECKgroup の Haemophilus aphrophilus 
（現在，Aggregatibacter aphrophilus）および A. 
actinomycemcomitans（ 現 在，Aggregatibacter 
actinomycemcomitans）とは異なる性状を示した。
Ⅴ．考　　察
　E. corrodens は1958年 に Eiken に よ り 
Bacteroides corrodens と命名された３）が，1972
年 に Jakson&Goodman に よ り G/C% の 相 違 で
Bacteroides属からEikenella属として独立された５）。
当初，Eiken が本菌を Bacteroides属と考えた理由
として，嫌気性または微好気性の状態でヘミン存在
下で良く発育する特徴を持つことがあげられる。
　今回の症例は微好気培養で分離された。分離株は
分離当初全ての株が特徴ある密着型のコロニーを形
成していた，継代により４症例中２株に密着型と非
密着型へ乖離する所見が認められた。したがって，
４菌株ならびにコロニー形態の変化した２株につい
て検討したが，この2つの型において同定，感受性
および酵素活性の諸性状では相違点はなかった。
　Eikenella 感染症は主にヒト咬創や心内膜炎によ
る感染例の報告が散見されていたが，近年，本菌に
よる様々な感染の報告が見られる6－11）。しかしなが
ら，本菌による感染症は本菌が常在している口腔12）
を中心としたものである。今回の4症例では口腔よ
り遠い部位による感染例であり，本菌の侵入門戸は
不明であった。
　本菌は宿主の防御機能が低下した際に感染を引き
起こす日和見感染菌とされている２），これまでの報
告例の多くが種々の基礎疾患の存在があり，今回の
４症例の中で３症例までが基礎疾患を有していたこ
とは，先の報告を裏付けるものである。
　Paul らは本菌感染例において Streptococcus属
Fig.1　Colonies morphology of an isolated E. 
corrodens strain.
Table 2　Enzyme proﬁ le of isolated Eikenella corrodens and other species
Enzymes
Cases & isolates
1＊ － － 2+ 2+ － 2+ － 1+ － － － 1+ － － － － － － －
1＊＊ － － 2+ 2+ － 2+ － 1+ － － － 1+ － － － － － － －
2＊ － － 2+ 2+ － 3+ － 1+ － － 2+ 1+ － － － － － － －
2＊＊ － － 2+ 2+ － 3+ － 1+ － － 2+ 1+ － － － － － － －
3＊ － － 2+ 2+ － 3+ － 1+ － － 2+ 1+ － － － － － － －
4＊ － － 1+ 1+ － 4+ － 1+ － － 1+ 1+ － － － － － － －
Aggregatibacter  aphrophilus － 5+ － － － 5+ 1+ － － － 5+ 1+ － 2+ 2+ － － － －
Aggregatibacter actinomycetemcomitans － 5+ － 5+ － 5+ 1+ 1+ － － 5+ 1+ － － － － － － －
＊: pitting colony, ＊＊: non- pitting colony,  － to5+ : Intensity of enzymatic activity
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との混合感染の重要性を述べている２）が，著者
らの報告も４例中全例に Streptococcus属または
Staphylococcus属との混合感染が認められ膿瘍形
成まで進展した病歴であった。しかし，外科的処置
ならびに抗菌剤投与により比較的早期に軽快したこ
とは，また，基礎疾患を有する患者であることを鑑
みると本菌のVirulence がそれほど強くないもので
あろうと考えられる。
　今回の４症例の中で化膿性関節炎の症例は特に珍
しいケースと考えられたが，このような症例の場合，
血液培養も必要な検査として考えてみる必要がある。
　本菌種の産生する酵素活性試験について評価した
成績は少ない12）。今回の検討では本菌種は esterase-
lipase，lipase および trypsin を産生することが認め
られ，組織障害の一因13）になることが示唆された。
また，HACEK group の一部としか検討できなかっ
たが，酵素産生性の違いにより鑑別が可能であった。
Ⅵ．まとめ
１．Eikenella属は口腔に常在する細菌でありヒト
咬創や心内膜炎による感染例の報告があるが今
回の症例は口腔より遠い部位による感染例であ
り，本菌の侵入門戸は不明であった。
２．本菌は宿主の防御機能が低下した際に感染を引
き起こす日和見感染菌とされているが，今回の
４症例の中で３症例までが基礎疾患を有してい
た。
３．今回の症例よりの分離株は密着型および非密着
型へ乖離したが，この２つの型において同定，
感受性および酵素活性の諸性状では相違点が見
つからなかった。
４．本菌感染例において Streptococcus属との
混合感染の重要性が指摘されているが，今
回の４例中全例に Streptococcus 属または
Staphylococcus属との混合感染が認められた。
５．今回の４症例の中で化膿性関節炎の症例は特に
珍しいケースと考えられたが，このような症例
の場合，血液培養も必要な検査として考えてみ
る必要がある。
6．本菌種は esterase-lipase，lipase および trypsin
を産生することが認められ，組織障害の一因に
なることが示唆された。
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13Eikenella corrodens感染症４症例の臨床細菌学的検討
Clinical Microbiological Study of Four Infectious Disease Cases 
due to Eikenella corrodens
　
Takayuki MASAKI, Tamami MATSUMOTO
　Eikenella corrodens is a fastidious small Gram-negative bacilli belonging to the HACEK group 
（Haemophilus spp., Aggregatibacter actinomycetemcomitans, Cardiobacterium hominus, Eikenella 
corrodens and Kingella spp.）.  E. corrodens is considered to be weak-virulence, and the infection is 
usually polymicrobial and associated with Streptococcus spp..
　We experienced four E. corroden infection cases causing perirectal abscess, septic arthritis 
right ankle, right lower thigh open abscesses, and right third and fourth fingers crush injury. 
The present four cases were polymicrobial infections associated with Staphylococcus spp. or 
Streptococcus spp..  These gram-positive cocci were the most frequently detected in coexistent 
with E. corrodens.  Isolated E. corrodens was susceptible to benzylpenicillin, ampicillin, third-
generation cephems, tetracycline, minocyclin, clindamycin and new quinolones; and moderately 
susceptible to gentamicin; but resistant to cepharexin, erythromycin and lincomycin.  In vitro 
cultivation of E. corrodens isolates often induced colony morphology changes, but such changes 
gave no influences on biochemical properties, sensitivity against antibiotics or production of 
enzymes.  Eikenella corrodens found to produce esterase, lipase （C8）, lipase （C14）, valine 
arylamidase,  trypsin, phosphoamidase and α-galactosidase.
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